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特集 伊知地国夫 「科学写真の世界」     

 

理学部同窓会だより「想」第 6号では、科学写真家伊知地国夫さんに「科学写真の世界」

と題して寄稿頂きました。Web版では、「想」紙面に掲載しきれなかった写真の中から数点

を選び、ご本人の解説と共に紹介します。 

 

 

【水を入れた風船の破裂】  

水でふくらませたゴム風船を針の先で破裂さ

せ、破れた瞬間の水の形を撮影した。風船が

割れたときに出る音をマイクでとらえ、わず

かにタイミングをずらしてストロボを発光さ

せ、風船と水の瞬間的な形を撮影する。風船

が破れて水を支えるものが無くなっても、水

は慣性のためすぐにその形を変えることがで

きず、一瞬風船の形をしたままになる。自由

に形が変わる水も、瞬間的な形を撮影すると、

それぞれのタイミングでとても興味深い形を

している。 

 

 

【蚊取り線香のけむり】 

蚊取り線香の煙が立ち上るのを見ていると、

時々渦をまきながら煙が消えていくことがわ

かる。そこで、渦の形をよく見るため、スト

ロボの光を煙のうしろからあてて瞬間的な形

を撮影した。部屋の空気の流れをおさえ、煙

がまっすぐに立ち上る状態をつくり、しばら

く待っているとちょっとしたきっかけで煙が

揺らいで渦ができはじめる。暖かい煙は上昇

し、その回りを取り囲む空気との間で摩擦を

起こして回転を始める。基本的な形は同じで

も、毎回違った形が現れ興味深い。 

 



【石けん膜の干渉色模様】 

シャボン玉のもとになる石けん

液には色がないが、膨らんで膜が

薄くなるにつれて鮮やかな虹色が

あらわれる。シャボン玉にあたっ

た光が石けん膜の外側と内側で反

射して干渉し、特定の色が強めあ

って見えるためだ。見る角度や膜

の厚みが変わると強めあう色も変

わるので、虹色に見えるようにな

る。写真は石けん膜を 2mm 四方

の小さな穴に張り、膜に垂直に光

をあてて顕微鏡で撮影したもの

だ。水分の蒸発に伴い、鮮やかな

干渉色の模様が流動し、見ていて

飽きることがない（撮影倍率 12.5

倍）。 

 

【ハイビスカスの花粉】 

 ハイビスカスの雄しべの先(葯)を

ピンセットでとり、スライドガラ

スの上にのせて顕微鏡で花粉を撮

影した。照明光が直接目に入らな

いように、暗視野照明という方法

で光をあてて接眼レンズをのぞく

と、金平糖のようなたくさんの角

をもった花粉がびっしりと集まっ

ていた。ハイビスカスの花粉はと

ても大きく花粉 1 つの大きさは約

170μm もあって、表面の構造も

わかりやすい。鳥などの動物の体

につきやすいようなつくりにな

っていることもよくわかる（撮影

倍率 12.5倍）。 

 

以上 


